








































































 2012年 4 月より本格的にプロジェクトを開始するにあたり、「被爆者の声を聞く」ということを

























 次の 2 点目であるが、実際に被爆者の話を伺い、この事業に参加してくれる学生を募る機会を











生たちを中心に声をかけ、6 月のプロジェクト参加メンバー確定までの間に 3 回実施された。 
































 以上の学習会を経て、実際に聞き取り調査に参加する学生を募り、2011年 6 月には、参加学生








































 DVDの編集作業は、年が明けた2012年 1 月より開始された。この頃から、学部 3 年生が就職活

























中央図書館での貸し出し用保管枚数を 2 枚から 5 枚と増加し、特別に貸出期間を設定した。 
 本プロジェクトは、被爆者の証言記録DVDを作成するのみにとどまらず、携わった学生たちの
努力の結果が社会にどのような影響を与えるのかまで見届けてほしいという思いから、報告会を実
施した。報告会は現在までに 3 回実施している。第 1 回および第 2 回の報告会は、町田市が主催









を得た。第 2 回のDVD完成報告会（2012年 5 月）は、町田市民向けに行われ、第 1 回目の報告会
と同様の感想が市民より寄せられた。第 3 回の報告会（2012年 7 月）では、プロジェクト学生メ
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 2012年 8 月31日、われわれのプロジェクトに多大なご協力をいただいた町田市原爆被害者の会
「町友会」会長、寺沢茂氏がご逝去された。また、DVDにご登場いただいたY氏も2012年10月11日
にご逝去された。ここに、謹んで哀悼の意を表し、心からご冥福をお祈りしたい。 
